
PJMCC セミナー「フィリピン船員事情について」の開催 
～日本／フィリピン海運界の更なる連携に向けて～ 

 
 フィリピンの船員マンニング会社の団体である PJMCC(Philippine-Japan Manning 
Consultative Council, Inc.)によるセミナーが、国際船員労務協会および当協会の共催で、

11 月 27 日、海運ビルにて開催された。 
 
 PJMCC は、日本商船隊に係る比国マンニング会社の共同体で、65 社が加盟してお

り(2013 年 10 月現在)、船員の訓練、国際規則への対応、労働協約の締結等、船員の

利益に寄与することを目的とし、約 4 万人弱をカバーしている。 
 

 Mr. Eduardo U. Manese会長ら 8名(後掲

来日者リスト参照)が来日し、同セミナー

に先立ち、朝倉会長(川崎汽船社長)、工

藤副会長(日本郵船社長)、武藤副会長(商
船三井社長)および鈴木副会長(常勤)と面

談、当協会からは 11 月上旬にフィリピン

中部を直撃した台風で被害を受けた方々

への哀悼の意をお伝えした。 
 
 

(朝倉会長らと PJMCC の方々) 
 
 

 
セミナーは、鈴木副会長および Mr. 

Eduardo U. Manese 会長の挨拶を皮切り

に、講演者から今回の主要テーマである

MLC への対応状況や EMSA(European 
Maritime Safety Agency)による監査の結

果等について、以下のとおり説明して頂

いた。 
 
 
                      (マネッセ会長の挨拶) 
 
○ フィリピン船員産業の概況について、フィリピンでは海外就労者の内、約 20％が

海上における就労者で、増加する傾向にある。 
○ 2012 年 4 月 30 日の Executive Order No.75(比国大統領令第 75 号)で、海事行政機関

を MARINA(海事産業庁)に一元化された。その際に、他の関係政府機関と取り交わさ



れた MOUs(Memorandum of Agreements)の紹介と移管の進捗状況。 
○ 2010 年改正 STCW 条約の MARINA での対応状況。今年 10 月に EMSA による監

査が終了し、最終結果報告は 2014 年 2 月に出される。 
○ フィリピンにおける MLC の対応状況、DOLE/POEA が公表した Standard Cadet 
Training Agreement について。 

 
(セミナーの風景) 

 セミナーには、当協会メンバー会社、

国際船員労務協会メンバー会社に加え

て、国土交通省海事局、日本海事協会か

らも、併せて約 120 名が参加した。 
 参加者からは、海上就業者における外

航と内航の内訳に関して、MLC で求め

る Steward の訓練証明書について、およ

び比国政府の対応状況とパナマ政府と

の整合性について等の質問があり、活発

な意見交換がなされ、PJMCC 首脳は、

今回のセミナーを第一歩として、今後とも日本／フィリピンの連携を深めていきたい

と意欲を示した。 
 締めくくりは、国際船員労務協会 飯塚会長が挨拶行い、閉会を宣言した。 
 
<PJMCC 来日者リスト> 
1. MR. EDUARDO U. MANESE 
President, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Former Chairman, Joint Manning Group 
Director, Joint Manning Group 
Chairman, Magsaysay Maritime Corporation 
  
2. CAPT. TEODORO B. QUIJANO 
Vice President, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Director, Joint Manning Group 
President, Barko International, Inc. 
  
3. CAPT. EMMANUEL L. REGIO 
Council Secretary, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Director, Joint Manning Group 
Chairman & CEO, Island Overseas Transport Corporation 
President, Eastgate Maritime Corporation  
  
 



 
 
4. MS. JOSEPHINE J. FRANCISCO 
Treasurer, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Director, Joint Manning Group 
President, NYK-Fil Ship Management, Inc. 
Chairman & CEO, Dolphin Ship Management, Inc. 
 
 5. MR. ERICSON M. MARQUEZ 
Trustee, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Vice Chairman, Joint Manning Group 
President, Virjen Shipping Corporation 
President, Veritas Maritime Corporation  
President, Mercury Shipping Corporation 
President, Phoenix Maritime Corporation 
Chairman, Pilipinas Crown Maritime, Inc. 
  
6. ATTY. VINCENT C. MIRANDA 
Member, Philippine-Japan Manning Consultative Council, Inc. 
Present Chairman, Joint Manning Group 
President, Sea Cap Shipping, Inc. 
President, Maranaw Luzon Shipping Company, Inc. 
  
7. MS. LEA R. AURE 
Delegation Secretariat 
  
8. MS. MA. ROSARIO A. SAMBO 
Delegation Secretariat 
 

以上 


